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＜連絡事項＞
・次回のにちようサロン7月26日(日)に『レジン』を予定。
参加者は3名（蛯名様、榎木平様、梶浦様）。
→当日に病棟スタッフには添付名簿を見て各時間帯に作業療法棟への誘導をお願いします。

・掲示板に「夏の体調管理と感染症対策」についてあります。職員一人一人の感染対策をお願いいたします。

＜入室状況＞
【入院】
・夏坂　マツノ様～東病棟Cユニット6号室

【ユニット移動】
・榊　正博様　～東Cユニット4号室　→東合併症室
・瀬川　高雄様～東合併症室　→東Bユニット2号室

＜患者様情報＞
・榊　正博様～昼より痰絡み著明、吸引後上気道内の出血傾向あり。主治医診察、出血傾向続いて
おり、主治医より妻様へ電話で病状説明。リスクを理解したうえで、抗血小板薬
の投与中止について確認し同意あり。本日よりクロピドグレル、シロスタゾール
投与中止。至急採血、痰培養、酸素開始（90％キープ目標）、吸引指示あり。

・磯嶋　茜様～週末にかけて急な入院対応の場合、隔離解除可能。その場合、特に特定女性他患者
様への粗暴行動に至る可能性が高いため対策を講じるように。

・蛯名　優心様～母様PSW面談希望あり、8/3～14：00で調整済（NS同席）。

・清水　弥助様～左股関節痛に冷湿布処方。

・茶立場　稲喜様～兄様より入電あり。銀行の手続きのため、外出許可をもらえないかと相談あり。
　　　　　　　外出許可あり、本日19：00　結果電話希望あり。

・大下　良子様～本日、次男様が来院予定であったが来院しなかった為、架電している。次男様は
本日行けなくなったと話しており、来院日時調整出来次第連絡して頂く事となって
いる。入院後1週間以内に作成しなければならない書類もある為、2～3日以内で調
整して頂きたいことを依頼し了承されている。また、保険証が当院にあるかの確認
あり、次回連絡いただいた際に回答して欲しいと希望されている（確認したところ
保険証は当院で保管中）。

＜小栁Dr診察情報＞
・庭田　久美子様～処方変更なし。
　　　　　　　　　90日以内での退院が目標。兄様の都合のいい日を聞き外出・外泊するよう指示あり。外泊は1泊のみ。外出・外泊時母様へ依存しないよう本人様へお話あり。

・槙　賢二様～処方変更なし。南病棟へ転出の許可あり。

・小ケ口 正壽様～処方変更なし。南病棟へ転出の許可あり。

・杉本　明子様～処方変更なし。南病棟へ転出の許可あり。

・長根　瞳様～両下肢拘束解除の指示あり（体幹のみへ）。

＜船場Dr診察情報＞
・瀬川　高雄様～徐々に経口摂取進めている。7/28まで補液2本継続。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放後、他室侵入・脱衣行為あり、介入するも自制できず早めの終了としている。自室内でも脱衣行為あり都度介入を要している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。妄想様言動なく経過。スタッフ対応時も礼節保たれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。体動活発さや奇声あげ、落ち着きなし。経管栄養はトラブルなく終了している。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。主治医診察時、両下肢介助の指示あり。朝傾眠傾向も不穏・興奮、危険行為や衝動性なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～終日隔離中。自室で臥床して過ごされている。不穏・興奮無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・大下　良子様～終日隔離中。朝食は拒食あるも昼食は全量摂取している。内服薬は促しで服用。支離滅裂言動や環境への不満が聞かれている。

＜入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]受持ち：織田NS/木村CW
日　　時：令和8年7月24日　10：35
　氏　　名：夏坂　マツノ（なつさか　まつの）様
　生年月日：昭和25年5月21日(76歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr
　サポート医：小栁Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット6号室

　＜経過＞
　　●B型肝炎、アレルギー：メロン、パイン、ぶどう、とろろ、花粉。金属・とろろ、キウイ
（今はないと本人）
　　現在南部町にて独居生活中。4人兄弟で他3名幼少期に死去。夫（二度目
　の結婚）が支援者であったが現在は死去し、夫の従姉妹が主援助者である。
　前夫との間に子がいるが、中学の時に置いていったきり関りはない。
　　宗派は不明であるが夫婦で宗教に入信していた。ある時期より、「財産が
　盗られる」と夫に言われ（宗教の方に吹聴された模様）、親戚との関わりを
　拒否し、自宅はカーテンを閉め切り監視カメラがいくつも設置され異様な雰
　囲気であった。平成24年に八戸市立市民病院で妄想性障害の診断を受けてい
　た際の診断書があるものの、詳細は不明であり通院は途絶えている。
　　令和5年頃には肺癌・悪性リンパ腫のため盛岡医科大学や盛岡赤十字病院へ
　受診していたが、現在は八戸赤十字病院でフォローを受けている。最終受診
　は本年5月頃であり異常なしと説明を受けている。
　　同月20日夫が死去し夫の従姉妹が主援助者として介入を開始。自宅内は殆
　どの物をラップでくるんでおり窓には目張りをし、腰に物を巻いて「誰かに
　取られる」等と話していた。入浴はしていない様子であり物忘れもある。同
　じ物ばかり買ったり、南部町にある衣料品店と同じ店の、八戸の店舗までわ
　ざわざタクシーで買い物に来る。夫の従姉妹が無駄使いしないよう助言する
　と、数日電話に出なくなり、日中訪問しても出てこなくなる。自宅のクーラ
　ーや室内機が稼働している様子もみられない。夫死去の直前に、本人の前夫
　との子へ「何かあったら頼む」と夫からコンタクトをとったが関わりは拒否
　されている。本人は「みんなに迷惑がかかる」と施設入所は同意している状
　況。
　　包括支援センターが介入し南山苑入所を勧められたが、同苑でも身体状況
　も分からなければ精神科認知症の評価もできないため、同苑会議にて理事長
　より当院入院を挟んでから調整するように指示があった。家族としては住ま
　いが確保できるのであれば入所先にこだわりはない。入所先についても相談
　したいと当センターへ相談があった。専門治療、環境調整のためR8.7.24　
　東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
